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al. 2011 Nagata et al. 1999, Kawamoto et al. 2007, Ohnishi et al. 2009,Yasukochi et 
al. 2009, Okamoto and Hikida 2009)。温帯林樹種についても、先行の葉緑体 DNA 多型を
用いた分子植物地理学的研究により、複数の種でこの地域に接触帯の存在が示唆されてい

































シデ）について、葉緑体 DNA だけでなく、核 DNA のマイクロサテライトマーカー（核 SSR
マーカー）を用いた解析を行った。これまでの交雑帯・接触帯を報告している研究では、
母性遺伝をする葉緑体 DNA やミトコンドリア DNA のマーカーのみを用いたものが多かった














核 DNA と葉緑体 DNA それぞれの変異の地理的分布パターンを比較した。その結果、ホオノ
キでは、核 DNA と葉緑体 DNA は類似したパターンを示した。一方、アカシデでは、核 DNA
では葉緑体 DNA よりも広い範囲で混ざっているのに加え、東西タイプ間の接触帯が、より
西側の広島・島根付近でみられた。最後に、これら 2 種それぞれで推定した遺伝子流動の
大きさを比較すると、ホオノキよりもアカシデの方が大きかった。核 DNA マーカーでみる
とアカシデの方がホオノキよりも広い範囲で東西タイプが混ざっており、より大きな遺伝
子流動の存在が示唆された結果と一致する。花粉の散布様式はホオノキは風媒、アカシデ
は虫媒であり、一般的に虫媒よりも風媒の方が大きな遺伝子流動をもつ事が報告されてい
る。本研究の結果もこのことを反映していると考えらえる。以上の結果から、風媒のアカ
シデの方が大きな遺伝子流動によって虫媒のホオノキよりも早く核 DNA マーカーで見られ
る遺伝構造が解消されていることが示唆された。 
 本研究によって、最終氷期以後に形成された接触帯の形成・維持には、山脈などの
はっきりとした地形だけでなく、連続的に変化する環境要因なども分布不適地を生じるこ
とを通じて寄与する可能性があることが示された。加えて、接触帯の解消には各生物の分
散様式の違いも大きく影響することが示唆された。 
